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雑

錐

明
措
純
甜
O

成
官
官
に
闘
す
る
維
新
官
時
。
一
腕
築

霧

言葉

明
治
維
新
の
成
否
に
闘
す
る

維
新
首
時
の
一
観
察本

庄

楽

治

郎

明
治
の
大
業
は
王
政
復
古
で
あ
っ
て
亦
維
新
で
ゐ

る
o

幕
府
話
役
版
抑
制
守
本
還
し
て
臨
服
務
置
腕
り
』
ピ
行

は
れ
、
我
が
閥
土
人
民
は
凡
て
天
皇
に
蹄
[
政
治
上
の

統
一
を
鬼
ゐ
に
至
っ
て
所
説
王
政
の
復
古
を
見
、
五
ゲ

僚
の
御
脅
文
に
よ
っ
て
立
憲

ω
新
閥
是
を
定
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
っ
て
、
是
れ
印
も
維
新
で
あ
る
。
東
洋
に
法

在
せ
る
一
孤
島
ご
し
て
欧
米
人
仁
貌
税
せ
ら
れ

L
朕
態

よ
b
列
強
り
班
に
伍
す
る
に
至
る
ま
で
の
大
品
硬
化
大
後

遺
は
、
何
れ
も
明
治
時
代
に
お
け
る
政
治
枇
曾
経
務
上

の
新
政

ω結
川
市
に
非
る
は
無
い
。

ニ

第
二
十
五
巻

一O
六

二

修

正

規

世
に
は
明
治

ω
新
政
を
以
て
大
化

ω改
新
に
比
す
る

者
が
多

ν。
然
L
大
化
的
改
新
に
於

τは
従
来
家
族
が

土
地
人
民
を
な
有
せ

L
制
度
を
改
め
て
閥
土
人
民
を
直

接
皇
室
に
崩
せ
し
め
天
下
一
一
統
天
皇
親
政
的
演
を
泉
げ

L
一
も
の
で
あ
る
が
、
而
も
そ
の
改
革
は
必
宇
し
も
永
続

ぜ
十
し
て
中
興
の
功
臣
は
数
十
年
の
後
、
真
に
一
の
豪

族
ご
な
っ
て
庭
園
制
度

ω後
遣
を
見
る
に
至
っ
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
か
の
一
建
武
的
中
興
の
如
き
も
須
央
に
し

て
逝
さ
れ
、
政
権
は
一
時
び
武
家
め
手
仁
蹄
し
た
。
然
る

に
明
治
り
新
政
の
後
に
於
て
は
、
一
の
幕
府
倒
れ
て
他

の
幕
府
復
た
興
る
が
如
、
き
こ
ご
な
(
、
維
新

ω尚
業
を

一
大
成
す
る
を
得
た
も
の
で
あ
っ
て
、
明
治

ω
維
新
が
、

大
化
的
改
新
や
建
武
の
中
典
正
比
し
T
大
な
る
差
異
ゐ

る
こ
Z
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

一一一

か
f
明
治
り
維
新
が
大
成
ヨ
れ
た
こ
正
に
つ
い

τは

何
等
か
の
原
因
が
無
〈
て
は
な
ら
向
。
勿
論
そ
れ
に
は

純
々
な
る
原
闘
を
考
へ
得
る
が
、
改
革
が
一
般
闘
民
を

背
長
ご
せ
る
や
否
や
、
換
言
す
れ
ば
改
革
が
凶
民

ω自

覚
で
行
は
れ
た
か
否
や
古
い
ふ
こ
ピ
が
重
要
な
る
原
因

。
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で
あ
ら
う
o

思
ふ
に
大
化
の
改
新
は
政
治
上
の
必
要
か

ち
生
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
必
十
し
も
岡
民
一
般
の
文
化

の
進
歩
に
俗
3
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
が
の

建
武
中
興

ω
如
、
き
も
一
般
附
民
は
何
等
奥
ム
リ
知
る
所
な

〈
、
大
義
名
分
の
如
き
い
少
数
識
者
的
問
に
唱
へ
ら
れ

て
厨
た
に
渇
ザ
』
ぬ
o
然
る
に
明
治

ω
維
新
は
枇
曾
山
各

方
面
に
そ
の
忠
怨
が
禄
潤

L
一
般
附
民
を
背
最
己
し
て

行
は
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
明
治
維
新
の
成
功

せ
し
に
反
し
、
大
化
改
新
や
姥
武
中
興
の
大
成
せ
、
3
り

L
原
因
、
少
(
ご
も
重
要
な
る
一
原
因
で
ゐ
る
さ
考
へ

ら
れ
る
。

四

私
は
最
逗
「
庭
際
問
年
京
都
大
阪
出
張
之
記
」
ピ
題
す

る
潟
本
一
間
を
鬼
る

ω機
曾
を
得
た
が
、
そ
れ
に
は

「
世
上
形
勢
書
的
事
」
ざ
題
す
る
僚
下
に
、
一
次
の
如
き
意

見
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

「
一
、
俗
論
家
云
、
王
政
に
て
は
世
は
治
ら
十
ど
。

是
は
時
勢
の
移
設
に
限
を
つ
り
宇
.
何
時
も
世
の
中

は
同
じ
も
の
ご
岡
山
ひ
居
る
人
の
言
に
て
、
無
心
ご
も

無
限
ご
も
云
ふ
べ

[
O
其
由
来
を
少

L
〈
議
苫
ん
。

雑

華々

明
拍
維
新
の
成
刊
に
闘
す
る
緋
新
首
時
白
一
栂
務

先
一
脚
代
は
差
武
、
人
山
世
ご
成
り
て
今
に
至
る
迄
凡

二
千
五
汀
年
、
業
内
武
家
山
政
を
執
り
し
は
六
百
八

十
年
に
し
て
、
業
時
川
凡
二
千
年
は
悉
く
王
政
じ
て
武

家

ω
政
事
仁
非
ら
歩
。
然
る
に
王
政
に
て
凶
向
ま
ら
す

ご
一
エ
ふ
は
、
一
克
弘

ω頃
一
度
王
政
に
似
し
て
亦
税
な

〈
足
利
に
棋
を
奪
は
れ
玉
ひ
し
を
云
へ
る
な
れ
ど
、

i

n

o

o

O

仁

0

0

0

0

0

賞
十
し
無
識
的
論
談
な
ら
。
一
五
弘

ω
復
古
H
M

上
り
思
食

c

c

c

c

c

z

o

o

c

p

。
o

r

E

。
。
。
。
。

h
d
日
。
出
た
る
事
に
て
、
下
高
民
的
心
よ
り
起
り

L
に

非
中
、
此
故
仁
上
の
思
食
瑚
動
き

τ忽
武
家
の
政
道

ご
な
れ
ム
リ
。
然
る
に
此
皮

ω復
古
は
右
に
反
l
高
人

官
叫
ん
H
M
担
械
を
恐
れ
居
る
う
へ
に

r杯
f
げりザ

rd

論
起
り
最
初
は
浪
士
よ
り
始
一
'
り
て
滞
士
に
及
び
、
務

士
よ
り
大
夫
に
至
。
、
大
夫
よ
h
科
伎
に
及
び
、
絡

に
幕
府
川
暴
政
に
て
乱
し
果
た
る
政
艇
を
蹄
し
本
れ

る
は
、
容
ば
商
家
支
配
人
不
埼
に
て
大
借
財
ご
な

h
・
進
退
も
な
ら
ぬ
時
に
至
。

τ梨
経
済
を
主
人
わ

振
蹄
し
た
る
が
如
し
。
諸
務
的
食
品
田

L
た
る
は
若
者

共
よ
り
支
配
人
の
私
山
を
主
人
に
訴
に
る
に
似
た

h
o
草
特

ω
後
起
議
カ
よ
b
日
々
ぃ
雄
大
に
な
り
、
自

然
仁
復
古
し
た
る
な
れ
ば
、
高
が
一
も
上
の
忠
食
が

第
二
十
五
血
管

。Jハ

都
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披

、
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雑

~~ 

明
泊
維
新
の
成
有
に
闘
す
る
維
新
首
時
。
一
翻
察

第
二
十
五
巻

一O
六
回

第
五
揖

一

一ー__L

盤
中
る
正
も
、
高
民
山
り
こ
、
ろ
は
縫
守
ぎ
れ
ば
我
家
然
る
に
外
夷
り
事
よ
b
積
憤
畿
し
て
槽
田
坂
下
東
柿

に
政
道

ω
良
品
べ
当
-
道
理
午
し
o
M
1
γ
混
来
山
形
勢
寺
等
山
γ
一
事
起
旬
、
衣
に
大
和
但
ぬ

ω事
に
及
び
、
其

を
見
よ
・
幕
政
仁
て
飽
々
治
的
得
た
ち
ゃ
、
日
々
に
次
に
は
大
一
中
筑
波
的
事
件
ピ
な
旬
、
叉
其
次
け
い
長
州

乱

れ

川

市

た

る

に

あ

ら

す

や

。

の

三

大

夫

よ

り

迫

々

長

防

二

州

、

」

な

h
、
今
は
附
凶

一
、
叉
云
・
王
政
ド
復
古
可
る
ヤ
名
ご
し
て
其
貨
は
諸
務
正
な
る
。
共
昨
仁
幕
府
内
所
置
は
巌
霊
に
し
て

諸
侯
が
天
下

ω政
権
を
奪
は
ん
ご
す
る
な
ら
ん
ざ
。
最
初
水
戸
の
数
十
人
を
殺
せ
ば
、
樫
旧
前
後
に
は
数

是
ご
そ
貨
に
見
込
迷
ひ
の
根
基
な
h
o
其
故
は
根
一
冗
百
人
ご
な
り
、
大
卒
筑
波

ω数
百
入
金
殺
せ
ば
数
千

草
蒋
よ
h
起
h
て
盛
大
に
成

b
L事
な
れ
ば
‘
般
A
T

人
ご
な
h
、
絡
に
長
防
西
国
数
高
ピ
な
h
τ
、
今
や

諸
侯
は
何
言
思
は
乙
、

t
h
決

τ自
由
に
な
ら
Y
る

威

力

を

以

τ制
し
が
た
し
、
今
度
西
国
議
務
に
て
高

也

。

一

復

古

の

事

を

遂

げ

宇

ば

又

一

泉

南

北

り

諸

国

も

起

るC
C

D

O

O

C

R

U

D

O

D

0

0

0

 

一
、
今
度
制
廷
御
新
政
の
御
所
置
を
続
ひ
奉
る
に
琉
べ
き
勢
ひ
品
。
其
根
元
を
見

μ
ば
名
義
、
ど
に
(
ら

。
c

c

o

o

C

E

0

0

0

0

0

末
内
事
迄
透
〈
仰
下
問
ゐ
り
て
後
に
決
し
給
ふ
o

立
(
〈
、
下
に
明
ら
か
な
る
に
よ
れ
り
。
然
れ
ば
此
後
一

公
平
歪
常
な
る
御
事
、
予
等
が
言

er待
た
や
し
て
知
度
も
二
度
も
若
!
幕
成
を
張
る
事
ゐ
b
て
も
叉
三
年

る
ぺ
し
。
必
其
本
は
隣
叫
塾
長
士
を
初
、
周
旋
的
諸
侯
な
ら
す

L
て
復
古
す
べ
き
事
真
に
疑
ひ
な
し
。
」

議
力
よ
り
出
品
成
べ

L
o
然

る

に

此

公

事

を

乱

古

ん

亙

ぜ
す
る
も

ωめ
ら
は
忽
満
天
下
的
蜂
起
ピ
成
る
事
必
↑
右
l

所
耕
一
冗
弘

ω復
古
正
あ
る
は
、
建
武
中
奥
の
こ

定
な

h
。

一

ご

を

指

せ

る

は

い

1

ふ
迄
も
な
い
o

肉
、
図
土
は
王
土
に

て
草
署
下
賎
よ
り
事
の
起
り
初
め
し
は
何
故
ぞ
、
一
し
て
幕
府

ω
私
領
に
非
J

ず
る
の
論
、
其
他
山
論
も
見
え

水
戸
光
図
的
削
以
後
世
上
に
名
義
を
論
宇
品
事
盛
じ
な

T
居
る
が
、
一
々
之
を
述
べ
な

ν
。
た
hv
明
治
の
維
新

b
、
近
頃
幕
罪
二
百
ゲ
僚
な
Y
唱
ふ
る
に
至
れ

b
o

が
大
義
名
分
に
基
き
、
岡
民
を
背
是
正
し

τ起
れ
る
ζ

. 官閑....'..
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さ
や
、
一
の
幕
府
民
作
れ
い
て
他
の
幕
府
之
れ
に
代
ふ
る
が

如、き

e-ε
の
行
は
れ

F
る
所
以
を
明
が
に
じ
、
幕
府
を

支
持
せ
ん
ご
す
る
が
如
き
は
誠
に
「
名
義
、
上
に
〈
ら

〈
、
下
に
明
ら
か
な
る
」
も
山
で
あ
っ
て
、
常
時
の
大

勢
に
陥
き
も
の
己
い
ふ
の
外
は
な
い
。
此
等
の
蹴
袋

一
炉
、
維
新
内
大
業
成
り
[
後

ω今
日
に
於
て
行
は
る
、

こ
ご
は
、
必
十
し
も
奇
ど
す
る
に
足
ら
争
ピ
雄
、
阪
に

早
〈
鮒
新
政
市
内
常
初
た
る
腿
肱
同
年
(
明
治
一
冗
年
)
頃

に
世
上
に
行
は
れ
た
-
』
苫
は
・
誠
に
閥
民
的
意
気
骨
一
市

す
も
の
で
あ

h
、
維
新
山
大
成
せ
し
所
以

γ
町
一
市
す
る

も
の
ぜ
い
ひ
得
る
。
勿
論
維
新
成
功
山
岡
山
悶

t
L
て

は
、
以
上
は
一
方
面
よ

h
の
抑
終
仁
川
叫
古
川
制
も
の
ピ
も

い
ひ
得
る
が
、
そ
の
方
而
よ
ち
の
仙
川
袋
正
し
て
は
山
円
紫

に
小
れ

ιも
の
で
あ
'
句
、
甚
だ
興
味
を
峨
じ
た
、
め
抜

に
こ
の
一
文
を
草

L
た
所
以
T
あ
る
。
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